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選択クエリを実行
するWebサービス

前回はごく簡単なXML Webサービ

スを作成しました。今回はその復習も

かねて、SQL Serverのデータベースに

簡単なクエリを実行するXML Webサー

ビスを作成してみましょう。

ここで作成するサービスは、データ

ベース「社員データ.dbo」から、東京出

身の社員の「氏名」「出身地」「役職名」

「支店名」を抽出するクエリを実行する

ものです。

さっそく作成

■ウィザードを使って

新規にASP.NET Webサービスを作成

し（プロジェクトはVisual Basic）、IIS

のlocalhost上には「SyainSelect」とい

うWebサイトを作ります。ここで作成

するメソッドは、社員の氏名をクエリ

で取得する簡単なメソッド「GetSyain

Select」です。

ソリューションエクスプローラで

「Service1.asmx」ファイルをクリックし、

プロパティウィンドウの「ファイル名」

を「SyainSelect.asmx」に変更します。

また、このファイルをダブルクリック

し、プロパティウィンドウの「Name」

プロパティを「SyainSelect」に変更し

てください。

今回は、単一のテーブルからのクエ

リではなく、3つのテーブルにリレーシ

ョンシップを作成してクエリを実行す

るので（図1）、テーブルはドラッグ＆

ドロップせずに、クエリの作成と接続

の作成をいっしょに行ないます。

ツールボックスを開き、「データ」タ

ブをクリックします。ここに、「SqlData

Adapter」というコントロールがあるの

で、これをデザイナにドラッグ＆ドロ

ップします。

「データアダプタ構成ウィザード」

が起動したら、このウィザードを使っ

てクエリを作成します。

接続するデータはウィザードの「デ

ータ接続の選択」画面で作成します

（図2）。リストから「社員データ.dbo」

を選んでください。

次の画面で「SQLステートメントの

使用」にチェックが付いているのを確
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テーブル「所属テーブル」のフィールド「所属ID」を、

テーブル「社員基礎データ」のフィールド「所属」にドラ

ッグ＆ドロップすれば、リレーションシップが作成されま

す。同様に、テーブル「社員基礎データ」のフィールド

「社員ID」をテーブル「役職・資格」のフィールド「社員

ID」にドラッグ＆ドロップしてリレーションシップを作成

します（図3）。

ダイアグラムペインの各テーブルにある「氏名」「出身地」

「役職名」「支店名」のフィールドをクリックしチェックを

付けます。これだけで自動的にグリッドペインに選択した

フィールド名が転送され、同時にSQLペインにSQLステー

トメントが作成されます。

グリッドペインのフィールド「出身地」の、「抽出条件」

欄に「=N'東京都'」と入力します。

これで、出身地が東京都の社員データが抽出されます

（図4）。

［OK］ボタンをクリックしてクエリビルダを閉じ、ウィ

ザードに戻ったら［完了］ボタンをクリックします。

ここまでの作業で、デザイナにはデータベースへの接続

を行なう「SqlConnection1」と、クエリを実行する「Sql

DataAdapter1」という2つのコントロールが作成されたはず

です。もし、作成したクエリを修正したい場合は、「SqlData

Adapter1」をクリックし、プロパティウィンドウの「Select

Command」-「CommandText」欄の［...］ボタンをクリック

すれば、クエリビルダが再度起動し、クエリの編集を行な

えます（図5）。

認し［次へ］ボタンをクリックすると、「SQLステートメン

トの生成」ページです。このページで［クエリビルダ］ボ

タンをクリックすると、クエリビルダが起動します。

このクエリビルダは、お馴染み、SQL Serverの「新規ビ

ュー」作成ウィンドウとほぼ同じ画面。クエリビルダを開

くと、最初に「テーブルの追加」ダイアログボックスが開

くので、3つのテーブルを追加します。

図1：リレーションの張られた3つのテーブルからデータを抽出する 図2：接続先の選択

図3：リレーションを張る

図4：東京都出身者を抽出




